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あけましておめでとうございます。旧年中は

大変お世話になり、有難うございました。本年

もどうぞよろしくお願いいたします。

既に随所で言われていますが、今年のお正月

は平成最後です。五月に元号が変わることが決

まって以来、「平成最後の…」行事が続いてい

ます。では、昭和から平成に移るときはどう

だったかと思い返すと、そのようなフレーズは

一切聞かれなかったはずです。やはり事前に日

程が決められたが故のことのようです。

一部の識者は、替わる当日に新元号を発表せ

ねばならないと出張しているそうですが、コン

ピュータシステムにも関わっている身からする

と、一日でも早く新元号を発表して頂き、準備

の時間を確保したいというのが、本音です。

時代が変わり、かつてのように情報がのんび

りと伝播して、変化・変更もそれに応じて順次

対応していけば良いという感覚から、瞬時に駆

け巡る情報に全てが完璧に同調していなければ

許して貰えないような意識になっている今日、

影響の大きさを考えれば、「昔はこうだった」

一辺倒では、世の中が回らなくなっていると思

います。

個人的なお話で恐縮ですが、今年はいよいよ

赤いちゃんちゃんこを目前に、前厄の歳となり

ます。時が経つのは本当に早いものです。

初老の厄年は、畏れて小さくなっていました

が、今度は逆にドン！と行こうと思っていま

す。悪いことが起こると言われている厄年です

が、伺うと、大変化の歳であり、善きことが起

こる方も少なくないそうです。そのように聞い

てしまうと、なんだかドン！と行こうとしなけ

れば損をする気がしてきます。ニンゲンとはな

んとも面白い存在です。

弊社ニュースをご覧の皆様も、どうぞ素晴ら

しい一年でありますように。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。

上京された際、ご利用になってみてください。

のと だらぼち

03-5537-3078

17:00～23:00 日曜祝休

中央区銀座8-4-27

プラーザ銀座ビル地下１階

(銀座外堀通りasics前)
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濱
の
つ
ぶ
や
き

『

初
夢

』

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。
善
い
初
夢
を
見
る
の
は
吉
兆

と
い
う
。

夢
に
は
二
つ
あ
る
。
睡
眠
時
に
見
る
夢
と
、
覚
醒
し
て
い
る

と
き
に
描
く
夢
。
後
者
は
、
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一

つ
は
「
叶
う
と
い
い
な
あ
～
」
と
、
ぼ
ん
や
り
願
う
も
の
。
も

う
一
つ
は
、
「
必
ず
実
現
す
る
／
さ
せ
る
」
と
決
心
し
て
い
る

も
の
。
後
者
は
人
生
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
も
い
う
。

雑
誌
な
ど
か
ら
画
像
を
切
り
抜
き
、
実
現
さ
せ
た
い
夢
の

シ
ー
ン
画
像
を
幾
つ
も
台
紙
に
貼
り
付
け
た
も
の
を
ビ
ジ
ョ

ン
ボ
ー
ド
と
い
う
。
何
気
な
く
目
に
す
る
場
所
に
ビ
ジ
ョ
ン

ボ
ー
ド
を
飾
っ
て
お
く
と
、
叶
い
や
す
い
ら
し
い
。

叶
え
た
い
夢
が
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
が
並
大
抵
で
は
実

現
し
そ
う
に
な
い
と
き
、
人
の
意
識
と
行
動
も
二
つ
に
分
か

れ
る
。
一
つ
は
、
諦
め
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
挑
戦
す
る
こ

と
。諦

め
き
れ
な
い
が
、
挑
戦
す
る
勇
気
も
な
い
と
、
人
は
一
攫

千
金
を
狙
う
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
本
当

前
回
の
内
容
に
つ
い
て
、
読
み
返
し
て
我
な
が
ら
物
足

り
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に
中
性
脂
肪
と
脂
肪
酸
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
や
Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ど
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
の
点
を
中
心
に
も
う
少
し
脂
質

の
話
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
図
に
、
中
性
脂
肪
の
構
造
を
示
し

ま
す
。
中
性
脂
肪
は
ト
リ
グ
リ
セ
リ

ド
と
も
呼
ば
れ
、
正
式
名
称
は
ト
リ

ア
シ
ル
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
で
す
。
「
ト

リ
」
は
「
ト
リ
オ
」
と
同
じ
で
「
３
」

を
表
し
、
３
個
の
脂
肪
酸
が
結
合
し

た
グ
リ
セ
リ
ン
（
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
と

同
義
）
と
い
う
意
味
で
す
。
ヒ
ト
の
体

内
で
少
し
で
も
余
分
に
な
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
元
が
糖
質
で
あ
れ
脂
質
で
あ
れ
蛋
白
質
で
あ

れ
全
て
脂
肪
酸
に
作
り
変
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
中
性
脂

肪
の
形
に
な
っ
て
、
血
液
中
を
巡
回
し
た
り
細
胞
の
中
に

蓄
積
し
た
り
し
ま
す
。
蓄
積
す
る
先
は
、
ま
ず
脂
肪
細
胞
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
過
剰
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
血
中
の
中
性

脂
肪
は
百
五
十m

g
/d

l

未
満
に
と
ど
ま
り
、
脂
肪
細
胞
も

大
き
く
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ラ
ス
ト
を

見
て
下
さ
い
、
脂
肪
細
胞
で
す
。
細
胞

内
の
構
造
物
は
周
辺
に
追
い
や
ら

れ
、
中
性
脂
肪
が
中
央
の
黄
色
い
脂

肪
滴
に
蓄
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
脂
肪
滴
が
大
き
く
な
る
と
、
様
々

な
ホ
ル
モ
ン
が
合
成
さ
れ
て
動
脈
硬

化
や
高
血
糖
な
ど
を
引
き
起
こ
す
事

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
悪
玉
ホ
ル
モ
ン
で
す
。
つ

ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰
が
中
性
脂
肪
の
過
剰
に
つ
な
が

り
、
脂
肪
細
胞
の
肥
大
を
介
し
て
悪
玉
ホ
ル
モ
ン
を
増
や

し
て
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
訳
で
す
。

脂
肪
細
胞
の
体
積
増
加
は
二
倍
程
度
が
限
界
の
よ
う
で
、

そ
の
後
は
細
胞
分
裂
で
対
応
す
る
し
か
な
く
な
り
ま
す
。
そ

れ
も
限
界
に
達
す
る
と
、
今
度
は
別
の
細
胞
、
例
え
ば
肝
細
胞

や
筋
肉
細
胞
に
中
性
脂
肪
が
蓄
積
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
予
想
以
上
に
厄
介
な
こ
と
の
よ
う
で
す
。
例
え
ば
肝

細
胞
に
中
性
脂
肪
が
蓄
積
す
る
脂
肪
肝
は
、
し
ば
ら
く
前
ま

で
は
単
に
「
不
健
康
の
証
し
」
程
度
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
で

は
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
肝
硬
変
か
ら
肝
臓
ガ
ン
ま
で
進
む
か
も

し
れ
な
い
…
」
と
い
う
危
険
な
徴
候
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（
ナ
ッ
シ
ュ
：
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂

肪
肝
炎
）
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

中
性
脂
肪
は
、
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
じ
か
に
血
管
に
蓄
積

し
て
動
脈
硬
化
を
進
め
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

肥
満
を
介
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
、
間
接
的
に
生
活
習
慣
病

を
悪
化
さ
せ
る
重
要
な
因
子
で
す
。

中
性
脂
肪
が
過
剰
に
な
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
材

料
で
あ
る
脂
肪
酸
の
過
剰
が
あ
り
ま
す
。
よ
う
や
く
、
今
日
の

本
題
で
あ
る
脂
肪
酸
の
話
に
入
れ
ま
し
た
。
脂
肪
酸
に
は
、
前

回
お
話
し
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｄ
Ｈ
Ａ
だ
け
で
な
く
、
お
な
じ
み
の

リ
ノ
ー
ル
酸
や
オ
レ
イ
ン
酸
も
そ
の
仲
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

中
性
脂
肪
の
材
料
と
し
て
グ
リ
セ
リ
ン
に
結
合
す
る
の
は
、

炭
素
が
十
二
個
以
上
連
な
っ
た
長
鎖
脂
肪
酸
で
す
。
炭
素
が

八
?
十
個
の
中
鎖
脂
肪
酸
や
六
個
以
下
の
短
鎖
脂
肪
酸
は
、
腸

か
ら
吸
収
さ
れ
て
も
中
性
脂
肪
に
は
合
成
さ
れ
ず
血
中
に
単

独
で
存
在
し
ま
す
。
そ
の
た
め
細
胞
内
に
蓄
積
さ
れ
る
事
は

な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
速
や
か
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
コ

コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
に
多
く
含
ま
れ
る
中
鎖
脂
肪
酸
が
健
康
食

品
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
の
も
、
そ
う
し
た
理
由
か
ら
で
す
。

に
千
金
を
一
攫
し
て
し
ま
う
と
、
汗
水
た
ら
し
た
結
果
で
は
な

い
千
金
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
値
が
分
か
ら
ず
浪
費
家
に
変
貌

し
て
し
ま
っ
た
り
、
逆
に
盗
ら
れ
や
し
ま
い
か
と
恐
れ
が
増
幅

し
て
世
間
と
の
交
流
を
断
つ
孤
独
な
道
を
歩
ん
で
し
ま
う
そ
う

だ
。弱

小
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
だ
っ
た
ア
サ
ヒ
が
ド
ラ
イ
ビ
ー
ル
と
い

う
全
く
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
・
開
拓
し
た
結
果
、
ど
う
な
っ

た
か
は
、
酒
店
に
行
け
ば
自
ず
か
ら
分
か
る
。
当
時
の
ト
ッ
プ

は
、
そ
の
座
に
居
な
い
。

一
度
し
か
な
い
人
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
、
人
生
の
選

択
は
、
個
人
の
自
由
だ
。
し
か
し
、
企
業
の
選
択
に
お
い
て
「
守

り
の
姿
勢
」
は
衰
退
に
直
結
す
る
。
挑
戦
を
忘
れ
た
企
業
に
明
日

は
あ
っ
て
も
、
明
後
日
の
地
位
は
保
証
さ
れ
な
い
。

人
生
は
、
選
択
の
連
続
で
あ
り
、
過
去
の
そ
の
結
果
を
今
の
環

境
・
状
況
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
。

昨
年
流
行
っ
た
「
ぼ
～
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
ね
～
よ
」
は
、
人

生
ビ
ジ
ョ
ン
の
描
き
方
と
、
そ
れ
に
向
き
合
う
姿
勢
に
対
し
て

も
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
気
が
し
て
い
る
。

寄
稿
『
体
と
心
と
社
会
の
生
活
習
慣
病
～
そ
の
二
十
六
～

』

ま
る
が
め
医
療
セ
ン
タ
ー

井
垣

俊
郎

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

い
が
き

と
し
お

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

松
で
ヌ
ク
ヌ
ク
し
て
い
ま
す
。



あけましておめでとうございます。本年もまたお付き合いください。と言っても今日は12

月27日で2018年もあと5日。過去の原稿を見ても一年の抱負のたぐいを書いたものがな

かったので平成最後ということで、今回は次の1年について書こうかなと。

2009年に会社を設立して今年で節目の10年目を迎えるわけですが最初の2年間は、地域

医療および高齢化社会を迎えるにあたっての地域システムの研究を北里大学の臨時講師とい

う立場でやっていました。学生のフィールドワークの一環で相模原市と逗子市を対象に、医

療と介護の連携システムやリタイア後の地域活動による健康寿命増進などがテーマでした。3

年目以降は能登の食材を使った飲食店を目黒につくったのをきっかけに、酒場のおやじとい

う仕事をしてきました。飲食業界が未経験だった割にはどうにかこうにか店も増やし何とか

生き延びてきたわけで一言で言うなら、新たなチャレンジをさせてもらった悪くない10年で

した。

そして次の10年に向けてこの2019年ですがテーマが、「原点回帰」です。本来独立した

時の想いでもある、能登の街づくりにより深く携わりたいということです。

具体的なミッションとしては

1.ばか者兼よそ者という立ち位置での、能登町の若者たちとのゆるやかな組織づくり

2.能登町における真に必要な地域づくりの企画を議会や首長に提言

3.自身が能登で活動するための拠点確保

です。

10年前に意気込んで前の会社を退職し、地域づくりを大学院で学んだ当時は「産業を豊か

にして定住人口を増やすことが最良な幸せの形」と思っていました。確かにそれができれば

いいのですが、日本全体が人口縮小し、どの地域も自分たちの経営資源を見直し1億総地域お

こしの状況の中で、減り続ける日本人を奪い合い、定住人口を増やすなんてことは到底困難

であるし、そこに限られた予算を投下することは決して幸せな形ではないということを理解

しました。

人口流出・高齢化・少子化を前提とした街づくりとは何か？例えば、僕自身が今考えてい

ることでひとつ挙げるとすれば、「何らかの理由(進学や結婚等)で町外に出なければならない

人たちにとって、様々な形で地元の街づくりに携われる接点作り」があります。特に、高校

生は進学する時点でどうしても外に出なければなりません。住んでいる町にどんな課題と機

会があるかも知らず、戻っても何ができるかもわからず都市部で働き生活をする。でも祭り

に帰ったりすると、どんどん町が寂しくなっていくなあという郷愁にかられる。ついこの前

までの僕です。

そこで3つの仕組みがあったらどうでしょう。

(1) 中学・高校生の授業に地域の課題と機会を自分たちの目で知り、具体的解決策を考える、

それを大人が実現してあげるカリキュラム

(2) 外に出て知恵と経験を積んだ若者が起業するさいの支援 (ヒト・モノ・カネ) するインキュ

ベーションシステム

(3)それでも都市部で生活をせねばならない方たちの応援を集約できる仕組み

恐らく能登町はこれからも自然減・社会減で人は減るでしょう。それでも、そこに住む人々

が生きがいを持って暮らす姿が一番の地域資源なのだと思います。もしかすると、その姿を

見て僕も私もと違う地域から人が集まるかもしれません。地域づくりの目的は、「今そこに

住む人が幸せに毎日を暮らす」であるべきと考えますし、僕はこれから、それを具現化する

ための機能づくりに邁進したいと思います。まだまだ46歳中年大志を抱け!です。

新しいものが好きである。なかでも、社会の変革を予感させるような新しいテク

ノロジーには特に目がない。飛びついた製品やサービスが陳腐化したり残念だった

りすることも少なくないが、それでもこの性分は止められない。

FeliCaベースの決済方式は、Edyに始まりQUICPay、Suica、nanaco、

WAONなど、ありとあらゆるものを使い倒してきた。スマホ1台でレジや改札を

すますスマートさは、後戻りできない便利さだった。iPhoneにチップが搭載さ

れ、福井にも自動改札が導入されたいま、モバイルSuicaを使わない理由が私には

わからない。

そこに、バーコードやQRコードをベースとする決済方式が、ようやく我が国で

始まった。そして2018年12月、その一つであるPayPayでありえないほどの大幅

なプレミアムをつけたキャンペーンが打たれた。今回、私が飛びついたのはこれで

ある。20％のポイント還元（実質約17％引き）などに吸い寄せられた。

実際に試してみたところ、スマホにアプリをダウンロードし、クレジットカード

等を紐付けるのがまず簡単であった。使う際に、アプリを立ち上げないといけない

ことと、読み取り等の場面にて店員との呼吸を合わせなくてはいけないことが、

FeliCaと比べて明らかに余計で不便である。使えるお店等がまだ限られていること

もあって、キャンペーンが終わったら使わなくなった。

また、不正利用による被害が生じているようで、そこには脆弱なセキュリティの

存在が指摘されている。

PayPayでクレジットカードを紐づける際に、セキュリティコードの入力が何度

間違えても入力可能で、番号と有効期限さえ入手すれば、セキュリティコードを

000から999まで最大1000回試すと認証されてしまうという仕組みがよくな

かった。クレカ情報をもつ悪意ある犯罪者（予備軍）の安全な現金化プラット

フォームを作ってしまったのである。この仕組みは後に改善されたが。

犯罪者の特定の手法としては、アプリをダウンロードした端末情報と購入商品の

転売情報。犯罪者になるハードルが低すぎる。

PayPayを使ってみてFeliCaの凄さ（消費者が便利、高安定性）が理解できた

が、逆にここまで精緻な仕組みを構築しなくても、実用に耐えうることもわかっ

た。それ故に手軽に店舗が導入可能（初期導入費用＆決済手数料＆送金手数料0

円、最短翌日入金）なのであるが、不正利用の一件を抜きにしても、パラダイスな

ガラパゴス化したこの国でFeliCaの牙城を崩せるのかどうか。

インバウンド狙いの小さい新しいお店において、クレジットカード決済やFeliCaを

導入せず、バーコード決済のみ導入という流れが主流になるかどうか。個人間送金

の便利さにマジョリティが気づくかどうか。そんなことを考えつつも、この件に関

する興味はとりあえず薄れた。今年も、新しいものを探し試す1年にしていきた

い。

浮き草のごとく89 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一

『 新しい決済方式 』

『 2019年平成最後に向けて 』
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た。ただ、支払いに使える店があったので助かった。タクシーにも使える。

ただし、足りない分を別の手段で支払うことはできない。地下鉄を乗り継ぎ

セントーサに着いた。島だから、さらにモノレールに乗って渡った。歩いて

も渡ることができる。終点まで行き、海岸沿いを歩いた。流石、交易国家シ

ンガポール、すぐ先には数多くの船が浮かんでいる。島内を走るバスに乗り

巨大マーライオンそばに行った。15年ほど前にその

中には入ったので、今回はイメージ・オブ・シンガ

ポールという博物館に入館した。シンガポールを形

成する4つの人種（マレー人、インド人、中国人、欧

米人）がどのようにしてシンガポールへ来たか、近

代・現代にはどのようにして日本の占領時代を戦後シンガポールが独立し

てきたかの歴史を人が劇調に説明する。ただ、オール英語なので小生には堪

える。長女から解説を受けた。次は、ろう人形館でマイケルジャクソン、レ

ディガガ、ブラッドピット、アンジェリーナジョリー、エリザベス女王など

など、シンガポールからは元首相リークワンユー、現首相のリーシェンロン

などに会う事が出できる。少しちんけなボートライ

ドのアトラクションでは、今のシンガポールが紹介

されている。最後の 4Dスクリーンには驚いた、立体

的な映像は当たり前にしても、臭いが、足元に風を吹

き掛け、背もたれからは衝く刺激が、前席に仕込まれ

たノズルからは水が噴射される。驚きの連続だった。これで4000円ほどだ

が、ネットで割引チケット得て入る方が賢い。日本のサイトから確保でき

る。

楽しませ方十分、しっかりとした商業ベースの博物館だった。来たコース

を戻るようにマリーナベイに向かうことになるが、その前に遅いランチを

中国版フードコートですることにした。日本のモールで見るいかにも

チェーン店の集まりの中で仕方なく食べるフード

コートとは違う。各店とも力のある個店であること

を感じさせてくれる。我らが選んだ店は大皿の中心

に飯を盛り、回りに撰んだ惣菜を盛っていくもの。

1500円程度になるが、美味い。こちらのフード

コートや屋台が集まるフォーカーでは日本と違って食器を客が片付けるこ

とはない。食器が共通になっていて、用が済んだら次々と持っていかれ一ヶ

所で洗われ、また各店舗そばに置かれる。この方が合理的だ。各店舗が洗い

場を持ち、人手をかけるよりいい。（つづく）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』シンガポールへの旅 2018.9.1～5

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久

さらに歩き続けてマリーナベイサンズの真下にあるショッピングモール

に吸い込まれるように入っていく。キャナルがあり小舟も浮かんでいる。

ブランドショップが並ぶ、20時を過ぎさすがに御腹が減った。気の効い

た感のあるレストランに入る。長女は伊勢海老のチリソース炒めを食べた

いと言う。それにカニのサラダを付けて注文、パンが黙っていても付いて

くるから一皿ずつ頼んでも量的には足りる。ビールを頼んだ。一杯1600

円也、飲み干した後にすぐにお代わりはとの声かけ、「ノ、ノーサン

キュー」。一万円を越える会計になったことは言うまでもない。サービス

税（10%）とGST（7%）が加算されるので割高感は拭えない。料理の

味は抜群だったので、まぁよしとしよう。その後も料理は全て美味しかっ

た。

ホテルに戻り就寝、毎朝の新聞や靴磨きのサービ

スあり、プールも24時間営業の最新機器が揃うジ

ムももちろん無料だ。クラブラウンジの利用を含め

ておけば、飲食も自由だから、ホテルに籠って過ご

すのもいい。

翌朝は雨から始まった。5日間の滞在中、初日は

16時頃2.3.4日目は8時頃から二時間ほど雨に見舞

われた。それが過ぎると後は降らない。曇った日が

多く、30℃いかないので、外での行動にきつさは

無かった。

朝食はバイキング、日本、中国、インド、卵料理、サンドイッチ、各種

スイーツ、果物がたらふく用意されている。これにドイツやドブロブニク

のホテルにあったようなスパークリングワインがあれば最高なんだけど。

卑しく食べてしまうから、ランチは14時頃にならないと口に入らなかっ

た。

二日目はセントーサ島に向かった。タクシーなら楽だけど、公共交通で

行かないと面白くないと長女が言う。海外にからっきし弱い小生は長女に

従うしかない。シンガポール，ツーリスト、パスなるものが１日1600円

程であるが、これよりEZリングカードがお薦めだ。

カードを駅内にあるコンビニで400円程で購入、いわば保証金のような

もので、カードを返せば戻ってくる。これに1600円ほどをチャージした。

後で気づくが地下鉄もバスも定額で800円程も入れておけば大丈夫だっ


